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本研究では、シリコン微細加工で作製したマイクロチャ

ンネルアレイ微小血管 ex vivo モデルによる血液流動性

の計測・観察により微小血管内の血球の挙動を可視化し

心臓疾患他の有力な診断技術とすることを目的に、産業

技術総合研究所ナノプロセシング施設(NPF)を利用して

マイクロチャネルアレイチップを試作し、計測・観察に適し

たマイクロチャンネルアレイの構造、チップ間の計測再現

性を実現するための計測手順を明らかにする。 

１．概要（Summary） 

 

【利用した主な装置】 
２．実験（Experimental） 

多目的エッチング装置・プラズマCVD装置・酸アルカリ

ドラフトチャンバー・マスクレス露光装置・触針式段差計・

ダイシングソー・短波長レーザー顕微鏡（OLS-4100） 
 
【実験方法】 

熱酸化膜付シリコンウエハ上に血管のサイズを模倣し

た 2 種類の深さの流路を形成したマイクロチャネルアレイ

チップに、流体をマイクロチャンネルアレイに導入するた

めの貫通孔の作製を行うため、まず、プラズマ CVD によ

るハードマスク形成及びマスクレス露光を用いて形成した

厚膜レジストをマスクとして形成した。レジストマスクはエッ

チング時に発泡現象が発生しないようにハードベークを

行い、多目的エッチング装置を用いて貫通孔の作製を行

った。流路の親水化処理及びチップの耐久性向上のため

にプラズマ CVD を用いて成膜を両面から行った。チップ

間の深さなどのばらつきの確認は、短波長レーザー顕微

鏡（OLS-4100）を用いて行い、全面の形状を画像化する

事での実験結果とばらつきの関係を調査できるようにデ

ータを取得した。最後にダイシングソーを用いてチップサ

イズに切り出した。 
作製したシリコンチップを利用して、ヒト血液にヘパリン

または EDTA-2Na＋ヘパリンを混合。それぞれ全血が通

過する前後の生理食塩水通過時間、白血球の接着数を

計測した。 
 

ヘパリン投与前後の生理食塩水通過時間は接着した

白血球数と相関を認めた。また、ヘパリンと EDTA の通過

補正時間の差は接着白血球数と相関を認めた。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

ヘパリン全血の生理食塩水通過時間、ヘパリンと

EDTA の通過時間の差は白血球活性化の指標となりうる

可能性があると考えられる。 
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